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令和６年能登半島地震及び奥能登豪⾬からの創造的復興に向けた取り組みを後押しするため、
クラウドファンディングの実施に係る費⽤を助成します！

1能登復興支援 1

1クラウドファンディング 1

1助成事業 1

最⼤100万円助成！

空き店舗を活⽤して
⼦どもたちが交流する拠点を作りたい

被災した農地を復興させて
能登の⾥⼭⾥海を守りたい

復興イベントを開催して
能登の魅⼒を発信したい

例えばこのようなチャレンジを応援します

‧⽯川県内に事業所を有する事業者若しくは団体等、⼜は⽯川県内に居住する個⼈であること

‧実施しようとする事業や活動等が、能登の創造的復興に資するものであること
‧認定クラウドファンディング事業者（裏⾯記載）が運営するウェブサイトにて実施すること
‧調達⽬標額が50万円以上であること
‧ 「All or Nothing 形式」または「All in 形式」で実施すること
‧ 「購⼊型」または「寄附型」で実施すること

対象者

対象要件

※その他の助成要件等の詳細については、ウェブサイトに掲載されている「公募要領」をご確認ください。

説明会の開催

事業内容やクラウドファンディング
の知識等を専⾨家からご説明しま
す。最新の⽇時等はウェブサイトよ
りご確認ください。

8⽉18⽇(⽉)オンライン開催
9⽉10⽇(⽔)珠洲商⼯会議所
9⽉10⽇(⽔)のと⾥⼭空港（NOTOMORI）

9⽉11⽇(⽊)輪島消防署
9⽉11⽇(⽊)七尾商⼯会議所
9⽉12⽇(⾦)志賀町役場富来⽀所
9⽉12⽇(⾦)地場産業振興センター
9⽉25⽇(⽊)オンライン開催

相談窓⼝の設置

クラウドファンディングの仕組みや
企画⽴案のアドバイス、助成⾦の申
請⽅法についてご相談可能です。以下
よりお問い合わせください。

＜問い合わせ窓⼝＞
メール⼜はウェブサイトの問い合わせ
フォームよりご連絡ください。

＜オンライン相談＞
ウェブサイトのオンライン相談予約フォー
ムよりお申込みください。

助成⾦の交付

クラウドファンディングによる資⾦
調達の実施にあたり、認定クラウド
ファンディング事業者及び認定サ
ポーターに⽀払う費⽤の2/3（上限
100万円）を助成します。

※認定サポーターに⽀払う費⽤に係る助成
⾦は、1プロジェクト当たり20万円が上限
になります。

※クラウドファンディングが成⽴しなかっ
た場合、助成⾦は交付されませんのでご了
承ください。

⼀般社団法⼈

1説明会申込1
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1令和7年8⽉1⽇(⾦)〜令和8年3⽉13⽇(⾦)1

※資⾦調達の募集完了⽇が令和７年８⽉１⽇（⾦）以降で、令和８年３⽉13⽇（⾦）までに認定クラウドファンディング事
業者から調達資⾦が送⾦されており、かつセンターへの交付申請書の提出を完了させる必要があります。事前に認定クラウ
ドファンディング事業者に送⾦予定⽇などをご確認ください。
※予算の都合により、上記の期限に関わらず受付を中⽌することがあります。あらかじめご了承ください。

助成⾦申請⼿続きの流れと受付期間
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●  助成⾦申請者 ●  認定クラウドファンディング事業者 ●  センター

(任意)

株式会社CAMPFIRE 株式会社地域未来創造 株式会社マクアケ

Q&A

Q. 創造的復興に資するプロジェクトとはどういうものですか？
A.  能登半島地震‧奥能登豪⾬からの復興に向けたものであれば、幅広い取組が該当します。
    具体的な取組例は下記の通りです。
    ‧被災地の地域活性化に寄与する取組（空き店舗活⽤等、にぎわい回復、なりわい再⽣等）
    ‧被災地の経済活動を後押しする取組（農林⽔産業の活性化や、復興イベント等）
    ‧被災地の知名度を向上させる取組（プロモーション、⾵評被害払拭等）

Q. 認定されたクラウドファンディング事業者やサポーター以外に⽀払った費⽤は助成対象になりますか？
A.  助成対象外になります。どの事業者が対象になるか、あらかじめセンターのウェブサイトでご確認ください。

Q. 助成⾦の申請は何回までできますか？
A.  助成⾦の受け取りは同⼀年度内で１回までとなります。

認定クラウドファンディング事業者

ー
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※認定サポーターについては、
センターのウェブサイトで

ご確認ください

  本制度の詳細については、センターのウェブサイトをご確認ください

認定サポーター

READYFOR株式会社


